


　

次
の
開
発
事
業
を
行
う
場
合

に
は
、
東
大
和
市
街
づ
く
り
条

例
に
基
づ
く
手
続
き
や
協
議
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
開
発
事
業　

①
都
市
計
画
法
第
29
条
の
規
定

に
よ
る
許
可
を
要
す
る
開
発
行

為
　

市
で
は
、
水
環
境
の
保
全
及

び
雨
水
の
活
用
を
推
進
す
る
た

め
、
雨
水
浸
透
施
設
等
を
設
置

す
る
方
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
雨
水
浸
透
施
設
設
置
補
助
金

（
雨
水
浸
透
ま
す
）

▽
対
象　

次
に
該
当
す
る
市
民

⑤
15
戸
以
上
の
集
合
住
宅
の
建

築⑥
敷
地
面
積
が
500
㎡
以
上
の
自

動
車
駐
車
場
の
設
置

⑦
葬
儀
場
の
設
置

⑧
遺
体
の
保
管
を
目
的
と
す
る

施
設
の
設
置

⑨
ペ
ッ
ト
を
対
象
と
す
る
火
葬

施
設
及
び
霊
園
の
設
置

⑩
屋
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
の
設
置

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・

内
線
１
２
６
１
ま
で
。

費
用
の
４
分
の
３
以
内
（
限
度

額
７
万
円
）

◎
雨
水
貯
留
槽
設
置
補
助
金

（
雨
水
タ
ン
ク
）

▽
対
象　

市
内
に
既
存
の
戸
建

て
住
宅
を
所
有
す
る
個
人

※
購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
補
助
金
額　

設
置
に
要
し
た

費
用
の
３
分
の
２
以
内
（
限
度

額
３
万
５
０
０
０
円
）

▽
申
請
・
問
合
せ　

下
水
道
課

（
市
役
所
２
階
）・
内
線
１
２

３
１
ま
で
。

②
面
積
が
500
㎡
以
上
の
敷
地
に

お
け
る
建
物
の
建
築

③
高
さ
が
10
ｍ
を
超
え
る
建
物

の
建
築

④
地
上
３
階
以
上
の
建
物
の
建

築（
③
④
に
つ
い
て
は
、
自
己
の

居
住
の
た
め
の
も
の
は
除
く
）

・
市
内
に
既
存
の
戸
建
て
住
宅

を
所
有
し
て
お
り
、
当
該
宅
地

を
所
有
し
て
い
る
場
合
、
ま
た

は
土
地
所
有
者
の
土
地
使
用
承

諾
を
得
て
い
る
場
合

※
設
置
場
所
が
急
傾
斜
地
崩
壊

危
険
区
域
の
場
合
は
除
く
。

※
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
補
助
金
額　

工
事
に
要
し
た

設
置
を
補
助
し
ま
す

開
発
事
業
者
の
方
へ

雨
水
浸
透
施
設・雨
水
貯
留
槽

開
発
事
業
を
行
う
に
は

届
出
や
協
議
が
必
要
で
す

台風や豪雨等に

備えましょう
▷問合せ　防災安全課・内線1352まで。

　台風や豪雨等に備え、浸水・土砂災害ハザード
マップやマイ・タイムライン等を活用し、風水害
の対策を進めましょう。

　風水害の発生に備えて、自分や家族の
とるべき行動について「いつ」「誰が」
「何をするのか」を予め時系列に整理し
た個人の防災行動計画のことです。

マイ・タイムラインとは･･･

記載するシー
ト等、詳しく
は、市のホー
ムページ（右
の二次元コー
ドからアクセ
ス可）をご覧
ください。

台風や豪雨等に

備えましょう
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感染症の感染拡大防止対策
施設名 感染症の感染拡大防止のため、利用時にお願いしていること 問合せ

各公民館
・利用人数に制限を設けています。
・�不特定多数が参加する可能性のあるイベント活動、学習等での利用はできません。
・施設内での飲食を禁止しています。

中央公民館
☎ 042-564-2451

各図書館 ・利用時間を１時間程度にしていただくようお願いしています。
・会議室等の利用人数に制限を設けています。

中央図書館
☎ 042-564-2454

地区会館・老人福祉館・地区集会所

・利用人数に制限を設けています。
・�不特定多数が参加する可能性のあるイベント活動、学習等での利用はできません。
・施設内での飲食を禁止しています。
※清原市民センターでの各種証明書の発行、収納事務は通常どおり行っています。

地域振興課・内線 1714
清原市民センター

☎ 042-564-2940

市民会館ハミングホール ・ホール（大・小）、他の貸室に利用制限等を設けています。 市民会館ハミングホール
☎ 042-590-4411

各児童館 ・必要に応じて人数、利用時間等の制限を設けています。
・入場前に検温または検温表の提出を求めています。 青少年課・内線 1741

郷土博物館 ・プラネタリウムの入場人数に制限を設けています。 郷土博物館
☎ 042-567-4800

東大和市ロンドみんなの体育館
東大和市ロンド桜が丘フィールド
東大和市ロンド上仲原野球場
東大和市ロンドテニススクエア

・トレーニング室の利用人数に制限を設けています。
・マスクの着用（運動時以外）・消毒の徹底等のルールを設けています。
・団体利用については、利用前にチェック表の確認と提出が必要です。

東大和市ロンドみんなの
体育館☎ 042-566-3531

学校開放（市内小中学校） ・遵守事項を確認のうえ、確認票のチェックが必要です。
・�屋内施設（体育館・教室）は、当面の間、20歳以上の者で構成されている団体にのみ開放しています。 社会教育課・内線 1552

　市では、市民の皆さんに安心して市内公共施設を利用していただける
よう、３密を避けて利用することや、マスクの着用に関する呼びかけの
ほか、下記のとおり感染症の感染拡大防止対策を行っています。利用者
の皆さんにはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

市内公共施設の

公共施設への「感染防止徹底宣言ステッカー」の取得を進めています

　感染症の感染拡大防
止に徹底して取り組ん
でいることをお知らせ
し、利用者の皆さんに
安心して利用していた
だけるよう、市内公共
施設への「感染防止徹
底宣言ステッカー」の
取得を進めています。

　「感染防止徹底宣言ステッカー」は、事業者が実施すべき感染
防止対策を掲載した業種別のチェックシートにある対策を全て
実施し、専用フォームから申請することで取得できます。
　店舗等の利用者の方への安心の提供と感染症の感染拡大防止
のため、ぜひ、この取組にご協力ください。詳細は市のホームペー
ジをご覧ください。

「感染防止徹底宣言ステッカー」の取組にご協力ください
市内事業者の皆さんへ

▲�ステッカーの見本（左）と市立保健センター
にて掲示中のもの（右）

新型コロナウイルス
感染拡大防止中

感染防止徹底宣言

東大和市立保健センター

見本
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〇
ポ
イ
ン
ト
方
式
に
よ
る
募
集

▽
対
象　

ひ
と
り
親
（
母
子
・

父
子
世
帯
）・
高
齢
者
・
心
身

障
害
者
・
多
子
世
帯
、
特
に
所

得
の
低
い
一
般
世
帯
、
車
い
す

使
用
者
世
帯

▽
申
込
受
付　

郵
送
で
8
月
28

日
㈮
午
後
６
時
ま
で
に
東
京
都

住
宅
供
給
公
社
都
営
住
宅
募
集

セ
ン
タ
ー
必
着

〇
抽
選
方
式
に
よ
る
募
集

▽
対
象　

単
身
者
、
車
い
す
使

用
単
身
者
、シ
ル
バ
ー
ピ
ア（
居

　

ち
ょ
こ
っ
と
共
済
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
が
、
不
幸
に
し
て

交
通
災
害
に
あ
い
、
治
療
を
受

け
た
と
き
に
、
治
療
日
数
に
応

じ
た
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

見
舞
金
の
請
求
に
は
、
交
通
事

故
（
人
身
）
証
明
書
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
事
故
の
大
小
に
か

　

国
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
退

職
金
制
度
が
あ
る
こ
と
を
、
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

中
退
共
は
中
小
企
業
で
働
く

従
業
員
の
た
め
の
国
の
退
職
金

制
度
で
す
。

　

掛
け
金
助
成
や
税
法
上
の
優

遇
が
受
け
ら
れ
、
社
外
積
立
の

◎
散
歩
の
と
き
は
リ
ー
ド
を
つ

け
ま
し
ょ
う

　

犬
の
放
し
飼
い
は
、
東
京
都

の
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

散
歩
の
と
き
は
必
ず
犬
に
リ

ー
ド
（
引
き
綱
・
鎖
等
）
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

　

き
ち
ん
と
し
つ
け
ら
れ
た
犬

で
も
、
驚
い
た
り
遊
び
に
夢
中

に
な
っ
て
興
奮
し
て
い
る
時
に

は
、
突
然
飛
び
出
し
て
人
を
転

倒
さ
せ
た
り
、
咬
み
つ
く
等
、

け
が
を
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
犬
を
き
ち
ん
と
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
る
人
が
散
歩
を
行
い
、

リ
ー
ド
を
適
切
な
長
さ
で
持
ち
、

常
に
周
囲
に
気
を
配
る
よ
う
に

◎
９
月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

ば
　

保
育
士
が
児
童
館
や
集
会
所

等
に
出
張
し
、
手
遊
び
や
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま

す
。
参
加
者
同
士
の
情
報
交
換

や
保
育
士
に
子
育
て
の
相
談
も

で
き
ま
す
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所　

９
月
４
日

㈮
・
湖
畔
集
会
所
／
９
月
９
日

㈬
・
仲
原
集
会
所
／
９
月
15
日

㈫
・
さ
く
ら
が
お
か
児
童
館
／

９
月
29
日
㈫
・
む
こ
う
は
ら
児

童
館

▽
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
11

時
45
分
（
事
前
予
約
不
要
）

間
中
の
み
Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
（
東
京

都
住
宅
供
給
公
社
）
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

東
京
都
住
宅
供
給

公
社
都
営
住
宅
募
集
セ
ン
タ
ー

〔
8
月
28
日
㈮
ま
で
は
☎
０
５

７
０
─
010
─
810
（
土
・
日
曜
日

は
除
く
）、8
月
31
日
㈪
か
ら
は
、

☎
03
─
３
４
９
８
─
８
８
９
４

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
）〕

へ
。

わ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

い
ま
す
。
掛
け
金
は
、
従
業
員

毎
に
16
種
類
か
ら
選
択
で
き
、

退
職
金
は
直
接
退
職
者
に
支
払

わ
れ
ま
す
。

　

転
職
先
で
も
引
き
継
げ
る
通

算
制
度
も
あ
り
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
中
退
共
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　
（
独
）
勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構
中
小
企
業
退
職

金
共
済
事
業
本
部
☎
03
─
６
９

０
７
─
１
２
３
４
へ
。

と
っ
て
も
不
快
で
す
。
ま
た
、

衛
生
上
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の

で
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て

回
収
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
電
信
柱
等
に
尿
を
し

て
し
ま
っ
た
ら
水
で
洗
い
流
す

等
の
配
慮
も
必
要
で
す
。

▽
動
物
に
関
す
る
相
談
先　

東

京
都
動
物
愛
護
相
談
セ
ン
タ
ー

多
摩
支
所
☎
042
─
581
─
７
４
３

５
へ
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、環
境
課
・

内
線
１
２
７
２
ま
で
。

【
共
通
事
項
】

　

参
加
の
際
は
、
来
場
前
の
検

温
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
の

消
毒
を
し
て
い
た
だ
き
、「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
踏
ま
え
た

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
利
用
定

員
を
設
け
て
い
ま
す
。
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
042
─
565

─
３
６
５
１
ま
で
。

　

市
で
は
、
市
内
で
活
動
し
て

い
る
サ
ー
ク
ル
・
団
体
の
紹
介

や
人
材
バ
ン
ク
制
度
の
案
内
等

を
掲
載
し
た
「
令
和
２
年
度
学

び
あ
い
ガ
イ
ド
（
市
民
に
よ
る

生
涯
学
習
案
内
）」
を
８
月
末

に
発
行
し
ま
す
。　

　

「
学
び
あ
い
ガ
イ
ド
」
と
は
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
生
涯

学
習
を
通
じ
て
、
豊
か
な
人
生

　

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
ハ
ー
プ

を
製
作
し
て
、
ハ
ー
プ
の
音
が

出
る
し
く
み
を
理
解
し
ま
す
。

　

本
物
の
ハ
ー
プ
の
演
奏
も
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
対
象　

小
学
生

▽
日
時　

９
月
６
日
㈰
午
前
９

時
30
分
～
11
時

▽
場
所　

郷
土
博
物
館

　

飲
食
店
等
の
夜
間
・
深
夜
営

業
に
伴
う
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
音

響
機
器
を
使
用
す
る
騒
音
は
、

近
隣
の
方
々
に
と
っ
て
く
つ
ろ

ぎ
や
睡
眠
時
間
の
妨
げ
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

東
京
都
環
境
確
保
条
例
に
よ

り
、
午
後
11
時
～
翌
日
の
午
前

６
時
は
、
原
則
、
カ
ラ
オ
ケ
な

室
内
で
病
死
等
が
あ
っ
た
住
宅

を
含
む
）

▽
申
込
受
付　

郵
送
で
8
月
28

日
㈮
ま
で
に
渋
谷
郵
便
局
必
着

【
共
通
事
項
】

▽
申
込
書
・
募
集
案
内
配
布
期

間　

8
月
17
日
㈪
～
25
日
㈫

▽
配
布
場
所　

地
域
振
興
課

（
市
役
所
３
階
、
土
・
日
曜
日

は
除
く
）、
市
民
セ
ン
タ
ー

（
土
・
日
曜
日
を
含
む
）

※
申
込
資
格
等
詳
細
は
募
集
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
配
布
期

か
わ
ら
ず
、
自
転
車
の
単
独
事

故
な
ど
で
あ
っ
て
も
、
す
ぐ
に

警
察
署
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

警
察
署
へ
届
け
出
な
い
と
交
通

事
故
証
明
書
の
請
求
手
続
き
が

出
来
ま
せ
ん
。

　

見
舞
金
請
求
に
必
要
な
書
類

は
、
事
故
の
状
況
に
よ
っ
て
変

た
め
管
理
も
簡
単
で
す
。

　

ま
た
、
中
退
共
の
退
職
金
制

度
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん

の
よ
う
な
短
時
間
労
働
者
の
方

や
、
家
族
従
業
員
の
方
も
加
入

で
き
ま
す
。

　

短
期
労
働
者
の
方
の
た
め
の

特
例
掛
金
月
額
も
用
意
さ
れ
て

し
ま
し
ょ
う
。
き
ち
ん
と
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
交
通

事
故
な
ど
か
ら
犬
を
守
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
犬
を
放
し
て
遊
ば
せ

る
時
は
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
等
を
利

用
し
、
一
般
の
公
園
で
放
し
て

遊
ば
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◎
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し

ょ
う

　

ふ
ん
の
始
末
を
す
る
た
め
の

処
理
袋
は
持
っ
て
い
ま
す
か
。

　

土
に
埋
め
て
も
肥
料
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
放
置
さ
れ
た
ふ
ん

は
、
犬
を
飼
っ
て
い
な
い
人
は

も
ち
ろ
ん
、
飼
っ
て
い
る
人
に

◎
０
歳
児
親
子
の
開
放
日

　

０
歳
児
親
子
を
対
象
に
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
地

域
活
動
室
を
開
放
し
ま
す
。
親

子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
友
だ

ち
づ
く
り
や
情
報
交
換
し
ま
せ

ん
か
。
普
段
ひ
ろ
ば
に
置
い
て

い
な
い
遊
具
も
あ
り
ま
す
。
午

前
11
時
か
ら
は
、
ふ
れ
あ
い
遊

び
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、

時
間
内
に
妊
婦
さ
ん
の
ひ
ろ
ば

見
学
会
も
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
３
日
㈭
午
前
10

時
～
午
後
１
時

▽
定
員　

４
組（
当
日
先
着
順
）

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー

を
送
る
手
助
け
と
な
る
よ
う
発

行
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

５
月
に
は
市
が
実
施
す
る
生

涯
学
習
関
連
事
業
を
紹
介
し
た

「
行
政
に
よ
る
生
涯
学
習
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
と

と
も
に
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▽
閲
覧
・
配
布
場
所　

社
会
教

育
課（
市
役
所
５
階
）、
公
民
館
、

市
民
セ
ン
タ
ー
、
地
区
集
会
所
、

児
童
館
、
図
書
館
、
郷
土
博
物

館▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
５
ま
で
。

▽
定
員　

20
人
（
申
込
順
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
指
導　

ル
ロ
ッ
ト
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

郷
土
博

物
館
☎
042
─
567
─
４
８
０
０
ま

で
。

ど
の
音
響
機
器
は
使
用
で
き
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
深

夜
ま
で
営
業
さ
れ
る
場
合
は
、

音
響
機
器
等
か
ら
発
生
す
る
音

が
外
に
漏
れ
な
い
こ
と
な
ど
、

騒
音
防
止
対
策
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
営
業
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
２
ま
で
。

　
都
営
住
宅

　
　
　
　
入
居
者
募
集

　
犬
の
散
歩
マ
ナ
ー

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　「
か
る
が
も
」

（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済（
中
退
共
）制
度

交
通
災
害
共
済「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」の

　
見
舞
金
請
求
に
は
交
通
事
故（
人
身
）

　
　
　
　
　
　
　
　
証
明
書
が
必
要
で
す

ご
活
用
く
だ
さ
い

学
び
あ
い
ガ
イ
ド

（
市
民
に
よ
る
生
涯
学
習
案
内
）

参
加
者
募
集

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ハ
ー
プ
で
楽
し
も
う

深
夜
営
業
を
行
う

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

ル
ー
ル
を
守
っ
て

営
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
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平和市民のつどい（YouTube版）をご視聴ください 令和２年度の平和市民のつどいは、YouTubeにおいて配信しています。平和の大切さを再認識する機会として、
ぜひ、ご視聴ください。視聴方法は、市のホームページをご覧ください／問合せ　社会教育課・内線1555まで

　

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
妨
害
運
転
（
あ
お
り
運

転
）
に
対
す
る
罰
則
が
創
設
さ

れ
、
6
月
30
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
妨
害
運
転
を
し
た
者

は
、
3
年
～
5
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
50
～
100
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
、
更
に
運
転
免

許
を
取
消
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
妨
害
運
転
は
、
重
大
な

交
通
事
故
に
つ
な
が
る
極
め
て

悪
質
・
危
険
な
行
為
で
す
。
車

を
運
転
す
る
際
は
、
周
り
の
車

等
に
対
す
る
思
い
や
り
、
ゆ
ず

妨
害
運
転（
あ
お
り

運
転
）は
犯
罪
で
す

青
少
年
対
象
事
業

ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座

り
合
い
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、

安
全
な
速
度
、
方
法
で
の
運
転

を
心
掛
け
、
十
分
な
車
間
距
離

を
保
つ
と
と
も
に
、
不
必
要
な

急
ブ
レ
ー
キ
や
無
理
な
進
路
変

更
等
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
も
、
妨
害
運
転
を
受
け

た
と
き
は
、
安
全
な
場
所
に
避

難
し
て
車
外
に
出
ず
に
、
110
番

通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
は
、
交
通
事
故
に
限
ら
ず
、

妨
害
運
転
を
受
け
た
場
合
の
有

力
な
証
拠
と
な
り
ま
す
。
万
が

一
に
備
え
て
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
の
設
置
も
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
大
和
警
察
署
☎

042
―
566
―
０
１
１
０
へ
。

住民基本台帳法第11条第１項による閲覧（国または地方公共団体）利用一覧　（平成31年４月１日～令和２年３月31日）

閲覧年月日 国・地方公共団体機関の名称
請求事由の概要

閲覧に係る住民の範囲法令で定める事務遂行のため
必要とする事務の内容 法令で定める事務

令和元年５月16日・17日 自衛隊東京地方協力本部
部長　荒井　正芳 自衛官等の募集に伴う広報 自衛隊法　第29条第１項

同第35条
平成13年４月２日～平成14年４
月１日生まれの男女

令和元年12月17日・18日 自衛隊東京地方協力本部
部長　岸良　知樹 自衛官等の募集に伴う広報 自衛隊法　第29条第１項

同第35条
平成10年４月２日～平成11年４
月１日生まれの男女

住民基本台帳法第11条の２第１項による閲覧（個人または法人）利用一覧　（平成31年４月１日～令和２年３月31日）
閲覧年月日 申出者（法人の場合名称・代表者氏名） 委託元機関 閲覧目的 閲覧対象 閲覧件数

平成31年４月18日 株式会社ビデオリサーチ
代表取締役社長　加藤　譲 NHK放送文化研究所 幼児視聴率調査 桜が丘１丁目 20

令和元年５月８日 株式会社サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤　士朗 東京都生活文化局 都民生活に関する世論調査 芋窪１丁目 15

令和元年６月４日 株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

公益財団法人　
笹川スポーツ財団 子ども・青少年のスポーツライフに関する調査 中央１・２丁目 30

令和元年６月13日 一般社団法人輿論科学協会
理事長　大宮　泰三 東京都福祉保健局 里親に関する都民の認知度、意向等に関する調査 桜が丘３丁目 15

令和元年７月３日 一般社団法人中央調査社
会長　大室　真生 内閣府 がん対策・たばこ対策に関する世論調査（附帯調査：新

型インフルエンザ対策） 南街２丁目 16

令和元年７月３日 一般社団法人中央調査社
会長　大室　真生 朝日新聞社 2019年新聞及びWeb利用に関する総合調査(くらしと

情報について） 向原３丁目 23

令和元年７月12日 株式会社エスピー研
代表取締役　安良岡　洋介 東京都生活文化局 食生活と食育に関する世論調査 湖畔２丁目 15

令和元年８月６日 一般社団法人中央調査社
会長　大室　真生 内閣府 男女共同参画社会に関する世論調査 向原２丁目 16

令和元年８月29日 株式会社エントリーサポート
代表取締役　宮崎　昌則 東京消防庁 消防に関する世論調査 狭山４丁目

向原６丁目 24

令和元年９月４日 一般社団法人中央調査社
会長　大室　真生 内閣府 森林と生活に関する世論調査（附帯調査：竹島） 新堀２丁目 16

令和元年９月５日 株式会社アストジェイ
代表取締役　日達　富士美 東京都生活文化局 広報広聴活動に関する調査 仲原２丁目 15

令和元年10月１日 株式会社インテージリサーチ
代表取締役社長　井上　孝志 国立保健医療科学院 衣料品及び医療機器の費用対効果評価におけるＱＯＬ尺

度の標準値測定のための調査 蔵敷３丁目 130

令和元年10月８日 株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

独立行政法人
労働政策研究・研修機構 職業と生活に関する調査 向原６丁目 31

令和元年10月16日 株式会社サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤　士朗 東京都生活文化局 オリンピック・パラリンピック開催、障害者スポーツに

関する世論調査
芋窪４丁目
奈良橋５丁目 30

令和元年10月16日 株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

一般財団法人
ゆうちょ財団 第4回くらしと生活設計に関する調査 芋窪４丁目 20

令和元年11月13日 一般社団法人中央調査社
会長　大室　真生 内閣府 2020年東京オリンピック・パラリンピックに関する世

論調査（付帯調査：認知症） 南街６丁目 15

令和元年11月13日 一般社団法人中央調査社
会長　大室　真生

株式会社
野村総合研究所 テレビ視聴に関する調査 南街５丁目 14

令和元年12月４日 一般社団法人中央調査社
会長　大室　真生 内閣府 高齢者の経済生活に関する調査 向原５丁目 20

令和元年12月４日 一般社団法人中央調査社
会長　大室　真生 内閣府 社会意識に関する世論調査 南街６丁目 31

令和２年１月15日 株式会社日経リサーチ
代表取締役社長　福本　敏彦 国立教育政策研究所 第２回OECD国際成人力調査（PIAAC）予備調査 芋窪５・６丁目 35

令和２年３月13日 株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博 金融広報中央委員会 家計の金融行動に関する世論調査 清原３・４丁目 16

住民基本台帳の一部の写し閲覧状況を公表します
平成31年度の住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況を下表のとおり公表します。
これは、住民基本台帳法第11条第３項及び同法第11条の２第12項の定めに基づき、閲覧申出者の氏名やその目的を公表するものです。
▷問合せ　市民課・内線1013まで。

　

青
少
年
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

（
事
業
）
を
青
少
年
層
が
企
画

し
開
催
す
る
実
践
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
か

ら
、
広
報
活
動
、
開
催
、
反
省

と
一
連
の
流
れ
を
講
師
の
指
導

や
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
実

践
し
ま
す
。
異
年
齢
の
中
で
の

関
係
性
作
り
や
、
最
後
ま
で
や

り
遂
げ
る
力
、
達
成
感
を
事
業

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
講
座
の

集
大
成
と
し
て
、
模
擬
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

▽
対
象　

小
学
３
年
生
～
大
学

生
（
専
門
学
校
生
等
を
含
む
）

▽
期
日･

内
容　

下
表
参
照

▽
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

蔵
敷
公
民
館

▽
定
員　

10
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
、
抽
選
を
行
い
ま
す
）

▽
講
師　

①
②
④
⑥
～
⑨
曽
根

順
司
氏
（
㈱
ピ
コ
ト
ン　

キ
ッ

ズ
イ
ベ
ン
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）、

蔵
敷
公
民
館
職
員

▽
持
ち
物　

受
講
者
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
申
込
期
間　

８
月
18
日
㈫
～

９
月
15
日
㈫ 

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

蔵
敷
公

民
館
☎
042
―
566
―
０
５
５
１
ま

で
（
日
・
月
曜
日
は
除
く
）。

※
メ
ー
ル（zoshikikom

inka 
n@

city.higashiyam
ato.

lg.jp

）で
も
申
込
可

回 期　日 内　　容
① 9月26日㈯ イベントってナンだろう？
② 10月3日㈯ イベントのテーマを考えよう「誰

が誰の為に何をどうする」
③ 10月10日㈯ どんな準備が必要か考えよう。ス

ケジュール(段取り)作成
④ 10月24日㈯ いざ模擬イベント準備スタート
⑤ 10月31日㈯ 模擬イベント準備
⑥ 11月14日㈯
⑦ 11月27日㈮ 模擬イベント前日準備
⑧ 11月28日㈯ 模擬イベント当日
⑨ 12月5日㈯ 反省会
内容は、進捗状況などで変更になる場合があります。
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８月15日㈯は、75回目の終戦記念日です 戦争により尊
とうと

い命をなくされた方々の冥福と、恒久平和の実現を祈念するため、正午から
１分間の黙とうにご協力をお願いします／問合せ　社会教育課・内線1555まで

◎
生
活
保
護
制
度

　

病
気
等
の
た
め
、
生
活
費
や

医
療
費
等
の
支
払
い
に
困
り
、

資
産
の
活
用
が
で
き
ず
、
他
か

ら
の
援
助
が
得
ら
れ
ず
に
日
常

の
生
活
が
困
難
と
な
っ
た
時
は
、

生
活
保
護
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
世
帯
の
困
窮

の
程
度
に
応
じ
て
援
助
を
行
い
、

そ
の
世
帯
の
生
活
の
自
立
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

生
活
福
祉
課
・
内

線
１
１
４
５
ま
で
。

◎
く
ら
し
・
し
ご
と
応
援
セ
ン

タ
ー
「
そ
え
る
」

〜
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
一
緒
に

解
決
策
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
〜

　
「
そ
え
る
」
で
は
、
経
済
的

家庭廃棄物処理手数料の
減免制度
要件に該当する方へ
家庭廃棄物指定収集袋
を交付します

暮
ら
し
に
お
困
り
の
方
へ

5 令和2 ・ 8 ・ 15 東やまと市報 市役所☎042−563−2111（代）

市制50周年

さらなる未来へ東大和市市制50周年記念連載あっという間に50年

第5回　教育環境の充実

　
東
大
和
市
の
子
ど
も
た
ち
が
、

元
気
に
通
う
小
中
学
校
。
現
在
、

市
内
に
は
市
立
小
学
校
が
10
校
、

市
立
中
学
校
が
５
校
の
計
15
校
あ

り
ま
す
。
今
回
は
、
東
大
和
市
の

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
き

た
、
学
校
に
ま
つ
わ
る
出
来
事
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
東
大
和
市
で
は
、
昭
和
20
年
代

以
降
、
南
街
地
域
を
中
心
に
人
口

が
急
増
し
、
昭
和
30
年
代
後
半
か

ら
は
、
団
地
の
建
設
な
ど
都
市
化

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、
教
育
施
設
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
は
最
も
急
を
要

す
る
課
題
で
し
た
。
そ
れ
を
物
語

る
よ
う
に
、
昭
和
37
年
当
時
の
市

の
学
校
数
は
３
校
で
し
た
が
、
昭

和
38
年
～
48
年
に
８
校
、
昭
和
49

年
～
57
年
に
４
校
を
建
設
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
だ
け
迅
速
に
対
応
で

き
た
の
は
、
教
育
に
対
す
る
社
会

の
要
求
、
市
民
の
強
い
願
い
の
表

れ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
発
育
を

補
う
た
め
、
東
大
和
市
で
学
校
給

食
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
32
年
。

コ
ッ
ペ
パ
ン
、
牛
乳
な
ど
を
希
望

者
に
販
売
す
る
形
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
児
童
生
徒

へ
の
完
全
給
食
実
施
の
た
め
、
昭

和
42
年
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が

完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
か
ら

初
め
て
提
供
さ
れ
た
給
食
の
メ
ニ

ュ
ー
は
、
パ
ン
、
牛
乳
、
す
き
焼

き
風
煮
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
近
年
で
は
、
電
子
黒
板
や
パ
ソ

コ
ン
の
活
用
な
ど
、
授
業
内
容
も

変
化
す
る
中
、
市
で
も
、
児
童
生

徒
一
人
１
台
の
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
使
用
し
た
教
育
の
実
現

な
ど
、
新
し
い
学
習
環
境
へ
の
対

応
が
進
ん
で
い
ま
す
。
　

　
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
教
育

課
題
に
速
や
か
に
対
応
し
、
東
大

和
市
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
願
う
気
持
ち
は
、
50
年
前

と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
現
在
も
引

き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

▲学校の建設等を伝える当時の市報
　（昭和46年1月1日号より抜粋）　

な
問
題
と
あ
わ
せ
て
、
精
神
的

な
問
題
、
家
庭
の
問
題
な
ど
、

様
々
な
問
題
に
対
し
て
専
門
の

支
援
員
が
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
相
談
を
希
望
す
る
場

合
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
失

業
等
に
よ
り
生
活
に
お
困
り
の

方
な
ど

※
住
居
確
保
給
付
金
と
し
て
、

離
職
者
等
に
対
す
る
家
賃
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
居
確
保

給
付
金
の
利
用
に
は
、
一
定
の

要
件
等
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
窓
口
開
設
日
時　

平
日
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▽
場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室

（
食
堂
前
）

▽
支
援
内
容　

・
相
談
を
行
い
、
本
人
に
と
っ

て
適
切
な
窓
口
へ
ご
案
内
し
ま

す
。

・
状
況
に
よ
り
、
支
援
制
度
・

手
続
き
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
自

立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

▽
相
談
予
約
・
問
合
せ　

く
ら

し
・
し
ご
と
応
援
セ
ン
タ
ー「
そ

え
る
」・
内
線
１
０
８
１
ま
で
。

　

10
月
～
令
和
３
年
９
月
分
の

指
定
収
集
袋
の
交
付
を
９
月
１

日
㈫
か
ら
始
め
ま
す
。

　

減
免
要
件
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

◎
既
に
手
続
き
が
お
済
み
の
方

　

指
定
収
集
袋
の
交
付
場
所
等

を
記
載
し
た
書
類
を
８
月
下
旬

か
ら
順
次
郵
送
し
ま
す
。
９
月

１
日
㈫
～
30
日
㈬
の
間
に
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

◎
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方

　

ご
み
対
策
課（
市
役
所
３
階
）

窓
口
で
手
続
き
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
減
免
要
件
に
該
当
す

る
こ
と
が
わ
か
る
証
明
物
と
印

鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※
令
和
２
年
１
月
２
日
以
降
、

市
内
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
世

帯
員
全
員
が
非
課
税
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
書
類
が
必
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
～
と

ふ
る
で
は
、
認
知
症
等
で
介
護

が
必
要
な
方
、
そ
の
介
護
者
、

地
域
の
方
が
気
軽
に
集
ま
る

「
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
ほ
の
ぼ

の
」
を
定
期
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
で
は
、
介
護
の
悩
み

を
話
し
た
り
、
認
知
症
・
介
護

に
関
す
る
ミ
ニ
講
座
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
相
談
員
な
ど
に

相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
不
要
、
出
入
自
由
で
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
方

▽
日
時　

８
月
27
日
㈭
、
９
月

24
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

※
駐
車
場
所
が
少
な
い
た
め
、

徒
歩
、
自
転
車
、
ち
ょ
こ
バ
ス

等
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
参
加
費　

200
円
（
茶
菓
代
）

▽
問
合
せ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
は
～
と
ふ
る
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
042
―
516
―
３
９
８

２
へ
。

※
８
月
末
日
ま
で
有
効
な
○障 

受

給
者
証
を
お
持
ち
で
、
対
象
要

件
に
該
当
す
る
方
に
は
、
８
月

中
に
新
し
い
受
給
者
証
を
送
付

し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
４
（
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

内
線
１
１
２
８
）
ま
で
。

　

心
身
障
害
者
（
児
）
の
保
健

の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
目
的

に
、
東
京
都
が
医
療
費
の
一
部

を
助
成
す
る
○障 

医
療
費
助
成
制

度
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
者　

左
表
の
と
お
り

※
○障 

受
給
者
証
交
付
の
た
め
に

は
、
対
象
要
件
に
該
当
す
る
方

の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

（
代
理
申
請
可
）。

心
身
障
害
者（
児
）医
療
費
助
成
制
度

○障 

医
療
制
度
の
ご
案
内

左記のうち 障 医療制度の対象とならない方
•	生活保護を受けている方
•	東京都規則に定める施設に入所している方
•	�平成 12 年８月中に障受給者証を有していなかった
方で、対象要件②に該当した時の年齢が 65 歳以上
の方
•	�平成 12 年８月中に障受給者証を有していなかった
方で、対象要件②に該当した時の年齢が 65 歳未満
で、かつ 65 歳に達する日の前日までに障受給者証
の交付申請を行わなかった方。ただし、次に該当
する方は除く。
◦ �65 歳に達する日の前日において生活保護を受
けていた方
◦ �65 歳に達する日の前日において東京都内に住
所を有していなかった方

•	�後期高齢者医療証の交付を受けている方で市民税
が課税されている方

障 医療制度の対象となる方
次の①～④の要件全てを満たす方が対象です。
①住所要件：市内に住所を有する方
②障害要件：
　•身体障害者手帳１・２級（内部障害３級）の方
　•愛の手帳（療育手帳）１・２度の方
　•精神障害者保健福祉手帳１級の方
③医療保険給付要件：
国民健康保険または都が定める社会保険各法に
よる医療の給付が行われる方
④所得要件：
平成 31 年中の所得額（20 歳未満の方の場合は
世帯主等）が下表の基準額以下の方
扶養親族等の人数 基準額

０人 3,604,000 円
１人 3,984,000 円
２人 4,364,000 円
３人 4,744,000 円

※�基準額は、収
入から各種控
除を差し引い
たもの。

減免要件
① 生活保護受給世帯
② 児童扶養手当受給者がいる世帯

かつ世帯全員が
市民税非課税

③ 特別児童扶養手当受給者がいる世帯
④ 老齢福祉年金受給者がいる世帯
⑤ 身体障害者手帳１・２級をお持ちの方がいる世帯
⑥ 精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちの方がいる世帯
⑦ 愛の手帳１・２度をお持ちの方がいる世帯
⑧ 年齢が 75 歳以上のみで構成される世帯

ご
利
用
く
だ
さ
い

ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
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◎
成
人
健
康
診
査
（
若
年
層
）

　

市
内
在
住
の
20
歳
～
39
歳

（
昭
和
56
年
４
月
１
日
～
平
成

13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
で
、

健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方

（
現
在
治
療
中
の
方
、
職
場
で

の
健
診
を
受
け
て
い
る
方
は
除

く
）
／
10
月
１
日
㈭
～
31
日
㈯

（
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除

く
）
／
場
所　

指
定
医
療
機
関

（
東
大
和
市
・
小
平
市
・
武
蔵

村
山
市
）
／
240
人
（
抽
選
）
／

身
長
・
体
重
測
定
、
尿
検
査
、

血
圧
測
定
、
血
液
検
査
等
／
９

月
下
旬
頃
に
、
受
診
可
能
な
方

へ
健
診
票
の
送
付
を
予
定
。

◎
肺
が
ん
検
診
〔
後
期
（
検
診

車
の
み
大
腸
が
ん
検
診
と
の
セ

ッ
ト
検
診
が
可
能
）〕

　

市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
方

（
呼
吸
器
疾
患
で
治
療
中
ま
た

は
経
過
観
察
中
の
方
は
除
く
）

／
①
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
（
検

診
車
）：
10
月
30
日
㈮
、
11
月

４
日
㈬
（
午
前
及
び
午
後
）／

400
人
（
抽
選
）
②
東
大
和
病
院

附
属
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ

■
第
９
回
「
い
じ
め
防
止
の
た

め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
中
止
の

お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
教
育
目
標
の
第
一

に
、「
互
い
の
人
格
を
尊
重
し
、

思
い
や
り
と
規
範
意
識
の
あ
る

人
間
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ

の
目
標
に
関
わ
り
の
深
い
事
業

と
し
て
、「
い
じ
め
防
止
の
た

め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
あ
り

ま
す
。
各
学
校
に
お
け
る
組
織

的
な
取
組
を
紹
介
し
な
が
ら
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
全
体

で
い
じ
め
防
止
の
意
識
を
高
め

る
た
め
の
事
業
で
す
。

　

令
和
２
年
度
に
お
き
ま
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
市
内

小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
、
い
じ
め
防
止

に
関
す
る
取
組
を
行
い
、
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
、
い
じ
め

に
対
す
る
意
識
の
醸
成
を
図
っ

て
い
き
ま
す
／
教
育
指
導
課
・

内
線
１
５
３
３
ま
で
。

■
北
多
摩
西
部
消
防
署

◎
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
電
気
コ
ー
ド
火

災
　

電
気
火
災
の
中
で
も
コ
ー
ド
、

プ
ラ
グ
、
コ
ン
セ
ン
ト
等
に
起

因
す
る
火
災
（
以
下
「
電
気
コ

ー
ド
火
災
」
と
い
う
）
は
、
火

を
使
用
し
て
い
る
意
識
が
な
い

た
め
、
火
災
に
気
付
き
に
く
く

大
変
危
険
で
す
。

【
電
気
コ
ー
ド
火
災
を
防
ぐ
ポ

イ
ン
ト
】

•
コ
ン
セ
ン
ト
に
ホ
コ
リ
が
た

ま
ら
な
い
よ
う
に
、
特
に
隠
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
注
意
し
て
定

期
的
に
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

•

差
し
込
み
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
抜
く
と
き
は
、
電
気

コ
ー
ド
で
は
な
く
プ
ラ
グ
本
体

を
持
っ
て
抜
き
ま
し
ょ
う
。

■
公
共
下
水
道
を
使
用
で
き
る

区
域
が
広
が
り
ま
す

　

９
月
１
日
㈫
か
ら
新
た
に
公

共
下
水
道
（
汚
水
）
の
使
用
が

可
能
と
な
る
芋
窪
六
丁
目
、
蔵

敷
二
丁
目
、
奈
良
橋
五
丁
目
、

桜
が
丘
四
丁
目
、
中
央
三
丁
目

の
一
部
の
区
域
に
つ
い
て
の
縦

覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　

８
月
18
日
㈫
～
31

日
㈪
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
／

縦
覧
場
所　

下
水
道
課
（
市
役

所
２
階
）
／
下
水
道
課
・
内
線

１
２
３
５
ま
で
。

■
放
置
自
転
車
等
は
撤
去
し
ま

す
　

安
全
な
歩
行
空
間
を
確
保
す

る
た
め
、
駅
近
く
の
放
置
禁
止

区
域
内
の
歩
道
な
ど
に
は
自
転

車
等
を
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
駅
か
ら
概
ね
800
ｍ
以
内
に

お
住
ま
い
の
方
は
、
自
転
車
等

の
利
用
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま

す
／
土
木
課
・
内
線
１
２
１
３

ま
で
。

■
東
大
和
市
創
業
塾
受
講
生
募

集
中

申
込
期
限　

９
月
４
日
㈮
／
30

人
（
先
着
順
）
／
詳
細
に
つ
い

て
は
、
各
公
共
施
設
に
設
置
の

創
業
塾
チ
ラ
シ
ま
た
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
／　

産
業
振
興
課
・
内
線
１

０
７
６
ま
で
。

■
育
児
相
談
会
～
さ
く
ら
ん
ぼ

グ
ル
ー
プ
～
（
事
前
申
込
制
）

　

双
子
や
三
つ
子
と
そ
の
家
族

の
方
（
妊
婦
の
方
や
保
護
者
の

み
の
参
加
も
歓
迎
）
／
８
月
27

日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
11
時
／

場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／

４
組
（
申
込
順
）
／
子
育
て
に

つ
い
て
情
報
交
換
し
ま
し
ょ
う

／
母
子
健
康
手
帳
、
マ
ス
ク

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
～
６
か
月
）

　

生
後
４
～
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
９
月
16
日
㈬
①
午
後

１
時
30
分
～
２
時
30
分
②
午
後

３
時
～
４
時
／
場
所　

市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
／
８
人(

申
込
順
。

各
回
４
人)

／
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
で
も
受
け

付
け
ま
す
／
離
乳
食
の
進
め
方

･

作
り
方
の
話
、
個
別
相
談
／

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
、

専
門
医
に
受
診
す
べ
き
か
ど
う

か
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
家
族

の
た
め
に
、
専
門
医
が
相
談
に

の
り
ま
す
。

　

９
月
２
日
㈬
午
前
10
時
～
正

午（
事
前
申
込
制
）／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー

■
東
大
和
市
不
妊
検
査
費
及
び

治
療
費
の
助
成

　

市
で
は
、
東
京
都
不
妊
検
査

及
び
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
、

ま
た
は
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

の
交
付
決
定
を
受
け
た
方
で
、

１
回
の
治
療
に
そ
の
助
成
金
を

超
え
る
費
用
が
か
か
っ
た
方
に

対
し
て
、
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
東
京
都
が
実
施
し

て
い
る
助
成
制
度
に
加
え
、
市

が
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
制
度
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
不
妊
検
査
及
び
一
般
不
妊
治

療
費
助
成
対
象
者　

東
京
都
不

妊
検
査
及
び
一
般
不
妊
治
療
費

助
成
の
承
認
決
定
を
受
け
た
方

／
助
成
額　

１
回
に
つ
き
上
限

１
万
円
／
申
請
時
必
要
書
類
等

東
京
都
「
不
妊
検
査
等
助
成
承

認
決
定
通
知
書
」
の
写
し
、
東

京
都
「
不
妊
検
査
等
助
成
事
業

受
診
証
明
書
」
の
写
し
、
振
込

口
座
の
口
座
番
号
・
口
座
名
義

人
等
を
確
認
で
き
る
書
類
の
写

し
、
申
請
者
の
印
鑑

②
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
対
象

者　

東
京
都
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
の
承
認
決
定
を
受
け
た
方

／
助
成
額　

１
回
に
つ
き
上
限

３
万
円
／
申
請
時
必
要
書
類
等

東
京
都
「
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
承
認
決
定
通
知
書
」の
写
し
、

東
京
都
「
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
受
診
等
証
明
書
」
の
写

し
、
特
定
不
妊
治
療
に
係
る
領

収
書
の
写
し
、
振
込
口
座
の
口

座
番
号
・
口
座
名
義
人
等
を
確

認
で
き
る
書
類
の
写
し
、
申
請

者
の
印
鑑
／
申
請
書
等
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
（
試

行
）
が
始
ま
り
ま
し
た

　

環
境
省
と
気
象
庁
は
、
熱
中

症
の
危
険
性
が
極
め
て
高
く
な

る
と
予
想
さ
れ
る
と
き
に
、「
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
を
試
行

的
に
発
表
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
発
表
が
あ
っ
た
際
は
、
不

要
不
急
の
外
出
は
避
け
、
エ
ア

コ
ン
等
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

屋
内
外
で
の
運
動
や
活
動
は
原

則
、
中
止
や
延
期
を
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
高
齢
者
や
子
ど
も

な
ど
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
方

に
声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
（
試
行
）

は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等
で
情
報

発
信
さ
れ
ま
す
。

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
地
域
自
立
支
援
協
議
会

　

８
月
20
日
㈭
午
後
２
時
か
ら

／
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
～
と
ふ
る
／
傍
聴
人
の
定
員

３
人
（
当
日
先
着
順
）
／
手
話

通
訳　

ご
希
望
の
方
は
８
月
17

日
㈪
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

／
障
害
福
祉
課
・
内
線
１
１
２

３
、
フ
ァ
ク
ス
042
―
563
―
５
９

２
８
ま
で
。

•

電
気
コ
ー
ド
の
折
れ
曲
が
り
、

家
具
等
の
下
敷
き
や
挟
ま
れ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

•

電
気
コ
ー
ド
は
束
ね
て
使
用

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

•

テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
は
、
決
め

ら
れ
た
容
量
内
で
使
用
し
ま
し

ょ
う
／
北
多
摩
西
部
消
防
署
☎

042
―
565
―
０
１
１
９
へ
。

■
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ

ネ
ス
ト
）
創
業
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
開

催
　

今
月
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｅ
Ｃ
サ
イ

ト
で
活
用
で
き
る
「
動
画
撮
影

講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。
プ
ロ

の
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
カ
メ
ラ
ワ

ー
ク
の
基
礎
や
ス
マ
ホ
動
画
編

集
ア
プ
リ
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
／
８
月
28
日
㈮
午
前
10
時
～

正
午
／
場
所　

中
小
企
業
大
学

校
東
京
校
東
大
和
寮
／
15
人
／

無
料
／
申
込
方
法
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
中
小
機
構
ビ
ジ
ネ

ス
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
／
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ

ｔ
（
ビ
ジ
ネ
ス
ト
）
担
当
☎
042

―
565
―
１
１
９
５
へ
。

ク
：
12
月
１
日
㈫
～
５
日
㈯
・

７
日
㈪
～
11
日
㈮
（
全
て
の
日

程
で
午
後
の
み
）
／
200
人
（
１

日
あ
た
り
20
人
ま
で
）
／
質
問
、

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
直
接
撮
影
等

／
10
月
中
旬
以
降
に
、
受
診
可

能
な
方
へ
検
診
票
の
送
付
を
予

定
。

▽
大
腸
が
ん
検
診
と
の
セ
ッ
ト

検
診
を
希
望
す
る
場
合
（
検
診

車
の
み
）　

同
時
に
実
施
す
る

大
腸
が
ん
検
診
は
、
肺
が
ん
検

診
の
検
診
日
に
検
体
を
提
出

（
女
性
の
方
は
、
月
経
期
間
中

の
検
査
は
控
え
て
く
だ
さ
い
）

／
質
問
、
便
潜
血
検
査
（
２
日

分
の
採
便
）

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
10
月
の
募
集
時

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
健
（
検
）
診
の
申
込
方
法
】

・
郵
送
：
は
が
き
に
次
の
と
お

り
記
入
し
、
９
月
８
日
㈫
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
は
が
き
１
枚
に
つ
き

１
人
１
検
診
の
申
込
み
と
し
ま

す
。

※
肺
が
ん
検
診
を
希
望
す
る
方

は
、
第
１
～
第
３
希
望
日
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
電
子
申
請
：
９
月
８
日
㈫
ま

で
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
窓
口
：
９
月
８
日
㈫
午
後
５

時
ま
で
に
、
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
不
備
の
あ
る
も
の
は
、
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

※
健
（
検
）
診
の
申
込
み
に
関

す
る
問
合
せ
は
９
月
８
日
㈫
午

後
５
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

▪
以
上
の
問
合
せ
は
、
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
５
２

１
１
ま
で
。

情報マップ

成
人
健
康
診
査

　
　
　
　
　（若
年
層
）

肺
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
　（後
期
）

2 0 7 ー 0 0 1 5

東
大
和
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
行

東
大
和
市
中
央 

３― 

    ― 

１

918

※

○
○
○
○
申
込
み

〔
希
望
す
る
検
診（
健
診
）名
を
記
入
〕

（はがき裏） （はがき表）
１．申込者の住所 ２．氏名（ふりがな）
３．  生年月日・年齢・性別 ４．電話番号

① ○月○日（○曜日）午前・午後　　
② ○月○日（○曜日）午前・午後　
③ ○月○日（○曜日）午前・午後　

５．検診日時

※肺がん検診は以下についても記入してください。
※検診車日程をご希望の方は第1～3希望日、午前、
　午後を選び記入してください。セントラルクリ
　ニックご希望の方は全日午後のため不要です。

※検診車日程の場合のみ大腸がん検診との
　セット検診が可能です。ご希望の方は
「セット検診希望」とご記入ください。

63円
切 手
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東
京
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
／
■問
東
京
都
都

民
安
全
推
進
本
部
総
合
推
進
部

交
通
安
全
課
03
―
５
３
８
８
―

３
１
２
７

■
放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学

な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
／
出
願
期
限　

第
１
回
：
８

月
31
日
㈪
、
第
２
回
：
９
月
15

日
㈫
（
同
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
付
）
／
■問
放
送
大
学

東
京
多
摩
学
習
セ
ン
タ
ー
042
―

349
―
３
４
６
７

電
話
番
号　

０
１
２
０
―
007
―

110
／
開
設
時
間　

午
前
８
時
30

分
～
午
後
７
時（
土･

日
曜
日
は

午
前
10
時
～
午
後
５
時
）／
強

化
週
間
以
外
も
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
（
平
日
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）
／

■問
東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部
第

二
課
03
―
５
２
１
３
―
１
２
３

４■
４
月
１
日
か
ら
自
転
車
利
用

中
の
対
人
賠
償
事
故
に
備
え
る

保
険
等
へ
の
加
入
が
義
務
と
な

り
ま
し
た 

　

自
転
車
の
事
故
は
、
被
害
の

大
き
さ
に
よ
り
、
数
千
万
円
の

賠
償
金
を
支
払
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
賠
償
責
任
は
、
18
歳
未
満
の

子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、
免
責
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
東
京
都
で
は
、

東
京
都
自
転
車
の
安
全
で
適
正

な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例

を
改
正
し
、
自
転
車
利
用
中
の

事
故
に
よ
り
、
他
人
に
ケ
ガ
を

さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
な
ど
の

損
害
を
賠
償
で
き
る
保
険
等
へ

の
加
入
が
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
は
自
転
車
利
用
者
、
未

成
年
の
自
転
車
利
用
者
は
そ
の

保
護
者
、
自
転
車
を
業
務
で
使

用
す
る
事
業
者
、
自
転
車
貸
付

業
者
で
す
。
自
転
車
損
害
賠
償

保
険
等
の
種
類
な
ど
の
詳
細
は
、

曜
日
に
来
ら
れ
る
方
（
来
ら
れ

る
日
だ
け
で
も
可
）
／
毎
月
第

１
日
曜
日
午
前
８
時
～
正
午
／

■場
多
摩
湖
堤
防
入
口
／
５
人

（
申
込
順
）
／
月
１
回
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
の
給
水
・
誘
導
・
記

録
等
／
■申
９
月
30
日
ま
で
に
大

隈
090
―
４
９
４
７
―
７
１
９
６

へ■
還
暦
野
球
会
員
募
集
（
東
大

和
ク
ラ
ブ
）
／
58
歳
以
上
の
男

女
／
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
～

正
午
／
■場
東
大
和
市
ロ
ン
ド
上

仲
原
野
球
場
／
■月
二
千
円
／
■問

羽
生
042
―
562
―
０
１
１
３

■
８
月
28
日
㈮
～
９
月
３
日
㈭

は
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

110
番
」
強
化
週
間
で
す

　

学
校
や
家
、
友
だ
ち
の
こ
と

で
悩
み
が
あ
っ
た
ら
、
１
人
で

悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
／

■
川
に
流
す
民
俗
行
事
（
お
と

な
の
社
会
科
）
／
８
月
18
日
㈫

午
後
２
時
～
４
時
／
■場
奈
良
橋

市
民
セ
ン
タ
ー
／
47
人
／
流
し

び
な
や
七
夕
の
笹
竹
を
川
に
流

す
の
は
？
／
■講
大
舘
勝
治
／
■費

非
会
員
は
200
円
／
■問
柴
田
090
―

４
０
２
５
―
３
８
１
１

■
文
化
体
験
「
東
大
和
伝
統
芸

能
フ
ェ
ス
タ
」（
東
大
和
盛
連
会
）

／
小
学
生
～
高
校
生
／
10
月
３

日
㈯
午
前
９
時
～
午
後
７
時
／

■場
第
二
小
学
校
校
庭
／
200
人

（
申
込
順
）
／
東
大
和
音
頭
の

ロ
ケ
及
び
伝
統
芸
能
体
験
／
■講

宮
崎
久
美
子
／
■持
水
筒
、
あ
れ

ば
浴
衣
／
■申
９
月
30
日
ま
で
に

伊
藤
090
―
４
４
５
１
―
６
０
５

３
、
金
井
090
―
１
６
６
９
―
６

９
６
６
へ

■
多
摩
湖
月
例
マ
ラ
ソ
ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
（
武

蔵
野
倶
楽
部
）
／
毎
月
第
１
日

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税

相
談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開

庁
に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課
（
市
役
所
１
階
）
で

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専

用
端
末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を

入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替

の
申
込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
（
金
融
機
関
の
届

出
印
は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線

１
０
９
１
ま
で
。

納期限　8月 31 日（月）
・市・都民税 第 2期
・国民健康保険税 第 2期
・介護保険料 第 2期
　　　問合せは、高齢介護課・内線 1136 まで
　・後期高齢者医療保険料 第 2期
　　　問合せは、保険年金課・内線 1026 まで

《今月の納期》

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ほ
ん
・
本
・
B
O
O
K

　

電
話
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

〈
一
般
書
〉

・
そ
れ
で
も
、
素
敵
な
一
日

ク 

作きょ
ん
そ
ん家 

著

・「
サ
ッ
カ
ー
」
と
は
何
か

 

林 

舞
輝 

著

・
海
と
地
域
を
蘇
ら
せ
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
「
革
命
」

 

バ
ウ
リ
，
グ
ン
タ
ー
／ 　

 

シ
メ
オ
ー
ニ
，マ
ル
コ 

共
著

健康ひとくちメモ

ストレスに負けない
食事のポイント

　食事は、３食バランスよく（主食・主
菜・副菜のそろった定食スタイルの食事）
食べることが基本です。
　しかし、ときには、食べすぎてしまっ
たり、偏った食事から食物繊維やビタミ
ン、ミネラルの不足に陥ってしまうこと
もあります。
　食生活の乱れは、心と体に大きな影響
をもたらします。改善するためのポイン
トをご紹介します。
　①「さあにぎやかにいただく」をまん
べんなくとるようにしましょう
　これは、高齢者向けの食事の目安とし
て作られた標語（東京都健康長寿医療セ
ンター研究所の副所長・新開省二さんが
考案）を、国立精神・神経医療研究セン
ター医学博士功刀浩先生が、うつ病の改
善に役立つ栄養素が不足しないよう改変
したものです。

「さ」…魚、「あ」…油、「に」…肉、「ぎ」
…きのこ、「や」…野菜、「か」…海藻、
「に」…乳製品、「い」…芋類、「た」…卵、
「だ」…大豆製品、「く」…果物
　上記の食品をまんべんなくとるように
心がけることで、ストレスに負けないた
めに必要な栄養素を補うことができます。
　②４つの嗜好品「ＣＡＴＳ」に気を付
けましょう
　ＣＡＴＳとは、カフェイン、アルコール、
タバコ、砂糖の４つの嗜好品を表してい
ます。嗜好品には、気持ちをリフレッシ
ュさせたり、落ち着かせる効果がありま
すが、とりすぎは逆効果になります。喫
煙はそれ自体が健康に悪影響を及ぼしま
すが、カフェインやアルコールも、とり
すぎると睡眠の質を下げ、また砂糖のと
りすぎは急激な血糖値上昇による健康へ
の悪影響があります。
　「ＣＡＴＳ」を参考に嗜好品のとりすぎ
に気を付け、「さあにぎやかにいただく」
を活用して、まんべんなく食べ、ストレ
スに負けない強い身体をつくっていきま
しょう。

  健康に関する相談・問合せは、市立保健
  センター☎042-565-5211まで。

平日及び土曜日に電話による納税の案内を行っています。番号042-566-8551及び042-563-9886から着信があった場合には折り返し電話いただく
ようお願いします。市税・国民健康保険税はインターネットを利用してクレジットカードで24時間納付できます／問合せ　納税課・内線1091まで

・
三
浦
按あ
ん
じ
ん針

森 

良
和 

著

〈
児
童
書
〉

・
虫
の
し
わ
ざ
図
鑑

　
　

  

新
開 

孝 

写
真
・
文

・
ク
ロ
ー
バ
ー
と
魔
法
動
物

ジ
ョ
ー
ジ
，ケ
イ
リ
ー 

作

・
雨
の
日
は
、
い
っ
し
ょ
に

　

大
久
保 

雨
咲 

作

※
凡
例　

■場
場
所
、■講
講
師
、■費
費
用
（
記

載
な
し
は
無
料
）、
■入
入
会
金
、
■月
月
会 

費
、
■年
年
会
費
、
■持
持
ち
物
、
■問
問
合
せ
、

■申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申

込
み
や
問
合
せ
は
、
記
事
の
主
催
者
へ
お

願
い
し
ま
す
。

■
社
会
福
祉
協
議
会

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ

ス
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
さ
わ
や
か
サ
ー
ビ

ス
）
は
、
手
助
け
を
し
て
欲
し

い
人
、
お
手
伝
い
を
し
た
い
人

と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
相
互

援
助
活
動
を
行
う
会
員
組
織
で

す
。
市
か
ら
の
補
助
を
受
け
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て

い
る
子
育
て
支
援
と
高
齢
者
等

支
援
の
有
償
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

▽
活
動
内
容

・
子
育
て
支
援
：
①
保
育
園
・

幼
稚
園
へ
の
子
ど
も
の
送
迎
と

そ
の
前
後
の
預
か
り
②
学
童
保

育
終
了
後
の
子
ど
も
の
預
か
り

③
学
校
の
放
課
後
の
子
ど
も
の

預
か
り
④
臨
時
的
な
場
合
の
子

ど
も
の
世
話
な
ど

・
高
齢
者
等
支
援
：
①
買
い

物
・
調
理
②
洗
濯
・
住
居
な
ど

の
掃
除
・
整
理
整
頓
③
通
院
・

散
歩
等
外
出
の
付
き
添
い
・
薬

の
受
領
④
そ
の
他
必
要
と
認
め

ら
れ
る
援
助
な
ど

◎
さ
わ
や
か
講
座
を
開
催
し
ま

す
　

さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

協
力
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
自
身
の
生
活
の
中
の
空
い
た

時
間
を
利
用
し
て
、
地
域
の
方

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。
協
力
会
員
と
し

て
登
録
す
る
た
め
に
は
、
さ
わ

や
か
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
は
、

有
償
の
相
互
援
助
活
動
で
す
。

１
時
間
の
活
動
で
900
円
～
１
１

０
０
円
の
謝
礼
を
お
支
払
い
し

ま
す
が
、
決
ま
っ
た
額
の
収
入

を
見
込
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

①
８
月
26
日
㈬
・
②
８
月
28

日
㈮
午
後
１
時
30
分
～
５
時

（
２
日
間
の
受
講
が
望
ま
し
い
）

／
場
所　

社
会
福
祉
協
議
会
／

①
高
齢
者
の
支
援
に
つ
い
て
②

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
／
８
月

20
日
㈭
ま
で
に
電
話
ま
た
は
同

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は

社
会
福
祉
協
議
会
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
さ

わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
）
☎
042
―
567

―
０
０
１
３
へ
。
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窓口販売：午前9時～午後8時30分
電話予約：午前9時～午後5時 ☎042-590-4414

毎週月曜日休館・祝日の場合は翌日休館
問 合 せ：午前9時～午後8時30分　☎042-590-4411

■セルパンの響き♪公演間近♪
【延期公演】  8月22日㈯午後2時30分
開演／小ホール／全席自由／一般
1,000円（友の会800円）／滅多に聴け
ない古楽器「セルパン」の歴史や知識
を学びつつ、独特な音色を体験出来
る貴重なレクチャーコンサート／出
演：東金ミツキ（セルパン）、岸部洋介

（ピアノ）／未就学児入場不可

　ロビーコンサート　　
■ロビーコンサート vol.234

『夏に聴きたいサマークラシック～夏空の下のディ
スタンス～』 
 8月26日㈬正午開演／入場無料

　9月の施設利用申込み　　　　
大・小ホールは令和3年9月分、その他の施設は
令和3年3月分です。なお、市民を対象とした調整
会議は、9月1日㈫午後1時30分から行います。

〔お知らせ〕
予定していました小椋佳「歌紡ぎの会」〔9月5日㈯〕および東京ゲゲゲイ歌劇団〔9月16日㈬〕のチ
ケット追加販売は中止となりました。

師範の教え～伝えること
　私は以前、大学女子駅伝部の監督を引き受け
たことがあり、その頃知り合った方で大きな影
響を受けた合気道の師範から、教育についての
教えを受けたことがありました。
　その師範から「学生たちに “教えて” はいけ
ません」と言われたことがあります。ではどう
したらいいのかと尋ねたところ「“伝える” ので
す」と言われました。師範は「学生たちに物事
を “教える” と『はい！解りました』で終わる
ことが多いが、これが “伝える” と大きく発展
し、考えて行動するようになります。指導者が
伝えたことを、学生がどのように感じ、どのよ
うな行動をとるのかが大切なのです」と言われ
ました。
　そして「九つの穴を磨くこと」と言いました。
九つの穴とは、人を見るための２つの目、人の
話を聞くための２つの耳、生きるための呼吸を
する２つの鼻、話をするためにある１つの口、
健康上の大切な排泄のためにある大と小の九つ
のことなのだそうです。さらに師範は「九（究

きゅう

）
の穴を磨く（研）と書いて『研究』となります。
学生に物事を伝える時には、指導者側が自分を
『研究』することです」と言われました。
　その後、選手たちへの指導が始まり、師範か
らの教えは、私の指導法の中心となり毎日選手
たちとトレーニングに向き合いました。思うよ
うに体が動かずタイムが伸びない選手に対して
「私が提案したトレーニング内容があなたのコン
ディションに今日は合ってなかったようだね！」
と、まずは選手の問題ではないことを伝えてか
ら、次に少し内容を変えた２つのトレーニング
内容を提案して、選手に選ばせることにしまし
た。選手はコンディションが悪く、良い走りが
出来ない状態から１つのトレーニングを選ぶの
です。選手は、自分で考えて選んだトレーニン
グ法を行うことで、責任を持ち、しっかりと走
りきることが出来るのです。
　本当の「教え」とは、教え以外の別のところ
から伝わってくることである、これが伝える極
意なのだと、私は師範から学びました。
　これからも、話をするときには、相手に色々
なことを感じ、考えてもらえるよう言葉を伝え
ていきたいと思います。

（市民記者　大隈広貴）

市
レポート

記民 者

■
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
便

利
で
確
実
な
口
座
振
替
で
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る

老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ

た
り
、
受
給
で
き
な
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、全
国
の
銀
行
・

郵
便
局
・
農
協
・
漁
協
・
信
用

金
庫
・
信
用
組
合
・
労
働
金
庫

で
利
用
で
き
ま
す
。
お
申
し
込

み
の
際
は
、
年
金
事
務
所
、
市

役
所
及
び
金
融
機
関
に
備
え
付

け
の
申
出
書
に
必
要
な
事
項
を

記
入
し
て
、
口
座
振
替
を
希
望

さ
れ
る
金
融
機
関
等
の
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
を
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
お
支
払
い
い
た

だ
け
ま
す　

　

国
民
年
金
保
険
料
が
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付
で
き
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
年
金
事
務
所
、

市
役
所
に
備
え
付
け
の
申
出
書

に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
、

年
金
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
お
支
払
い
い
た
だ
け
る

保
険
料
は
「
定
額
保
険
料
」
及

び
「
付
加
保
険
料
込
み
の
定
額

保
険
料
」
で
す
。
過
去
の
未
払

い
分
及
び
保
険
料
の
一
部
を
免

除
さ
れ
て
い
る
場
合
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
毎
月
払

い
（
毎
月
の
保
険
料
を
当
月
末

に
支
払
い
）
に
は
割
引
は
あ
り

ま
せ
ん
。
２
年
前
納
、
１
年
前

納
及
び
半
年
前
納
の
割
引
額
は
、

現
金
で
納
付
す
る
場
合
と
同
額

で
す
。

　

な
お
、
カ
ー
ド
会
社
へ
の
お

支
払
い
回
数
は
１
回
払
い
の
み

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
産

前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
に

出
産
を
し
た
、
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
の
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か

月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免

除
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
多
胎

妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日

ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間
の
国

民
年
金
保
険
料
が
免
除
に
な
り

ま
す
。

　

届
出
は
、
出
産
予
定
日
の
６

か
月
前
か
ら
で
き
ま
す
の
で
、

お
早
め
の
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

▪
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事
務

所
☎
042
─
523
─
０
３
５
２
ま
た

は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
６
ま
で
。

国
民
年
金

だ
よ
り

最新情報は、ハミングホールのホームページ
に掲載します。

ハミングホール
ホームページ

■三遊亭 円楽 　柳家三三 　二人会
【延期公演】　10月7日㈬午後
6時30分開演／大ホール／全
席指定／一般3,700円（友の
会3,500円）、当日券4,000円／
人気落語家 三遊亭円楽・柳
家三三がハミングホールに
登場！／主催：オールドキッ
ズ／未就学児入場不可

発売中の公演

市公式ホームページ
バナー広告を募集しています

▷問合せ　 秘書広報課・内線1411まで。

　市公式ホームページに掲載するバナー広告を随
時募集しています。掲載期間は原則、月の初日か
ら末日までの１か月単位です（長期掲載割引有）。
　掲載企業等の要件、申込方法等の詳細は、市の
ホームページをご覧ください。

市役所☎042−563−2111（代） 8東やまと市報再生紙を使用しています

※広告に関する問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　☎　042-528-3722へ

広告

令和 2 ・ 8 ・ 1 5


